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2018年 11月14日 

各 位 

会 社 名 I N E S T 株 式 会 社 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長  上 村  陽 介 

 ( コード番号： 3 3 9 0  東証 J A S D A Q ） 

問 合 せ 先 取 締 役 管 理 本 部 長    片 野  良 太 

 （ T E L ： 0 3 - 6 8 9 2 - 3 8 6 4 ） 

 

業績予想業績予想業績予想業績予想ととととのののの差異差異差異差異に関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせ    

    

当社は、2018 年８月９日に公表した 2019 年３月期第２四半期(累計)業績予想と本日公表の実績値に差異が

生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

 

１．2019年３月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異 

（2018年４月１日～2018年９月30日） 

 

連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 

直近発表予想(A) 

百万円 

1,800 

百万円 

△320 

百万円 

△322 

百万円 

△345 

円 銭 

△6.49 

実績値(B) 1,673 △264 △259 △259 △4.88 

増減額（B-A） △127 56 63 86  

増減率（％） △7.0 - - -  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2018年３月期第２四半期） 
1,303 △91 △107 △17 △0.35 

 

 

２．差異の理由 

当社は、直販事業セグメントにおいて従業員一人当たりの生産性の向上および諸経費の削減等を進める一方

で、システム事業として予約システム等のソリューションサービスへの先行投資を進めております。2019年３

月期第２四半期累計期間におきましては、直販事業での大手通信会社のスマートフォンの買い替えサイクルが

長期化したことや、スマートフォン普及が一巡したこと等による市場環境の変化により、販売数が当初予想よ

りも伸び悩みましたが、システム事業セグメントにかける人件費および顧客獲得に伴い発生する販売促進費を

当初見込みよりも低く抑えられたことにより、連結売上高は前回予想を下回り、連結営業利益、連結経常利益

および親会社株主に帰属する四半期純利益は前回予想を上回る結果となりました。 

通期の業績予想につきましては、事業環境の変化等により変動する可能性がございますので、前回発表予想 

を据え置いております。通期業績を見直す必要が生じた場合には速やかに開示する予定です。 

 

 

以 上 


